
 

 

  

 夏休みの間、廊下を歩くと上履きの音とセミの声が響くだけの静かな校舎でした。そこに、にぎ

やかな元気な子どもたちの声が戻ってきました。2学期初日から保護者の皆さんには登校指導でお

世話になりました。ありがとうございました。新たに桜台小学校では、1年生、2年生、3年生に

各１人ずつの仲間を迎えスタートを切ることとなりました。 

2学期も子どもたちが、安心して安全に学校生活が送れますようサポートをお願いします。 

 

始業式では、各学年から１名代表の子どもが「２学期がんばること」を

みんなの前で発表しました。クラスでのリハーサルの時間もなかったと思

いますが、はっきりとゆっくりと具体的に全校のみんなに伝えることがで

きました。「平仮名とカタカナをがんばる」「かけ算をすらすら言えるよう

にがんばる」「運動会をがんばる」などなどありました。 

驚いたのは、私が子どもたちにがんばってほしいと「校長の話」の中で用意していたことが、子

どもの発表の中に２つ入っていたのです。「あいさつをする」「えがおで人と接する」ことです。「伝

わってた！？」顔に出ていたかもしれませんね。「えがお」は自分も人も優しい気持ちにしてくれ

ます。先生たちと一緒に、笑顔いっぱいの桜台小学校にしていきましようと話を結びました。 

 

本校では、よりよい学校づくり推進のために、１・２学期の２回子どもたちに、２学期は保護者

の皆様に「学校アンケート」を実施し、日々の学習指導や生活指導に活かしたいと考えています。

以下に、１学期末のアンケート結果についてお知らせします。 

～学校アンケート（1学期）分析と考察～ 

結果） 

 

 
学校全体（児童） 

 
実施人数 284 欠席人数 0 

          
     

Ａ 
そう思う 

Ｂ 
まあ思う 

Ｃ 
あまり思わない 

Ｄ 
思わない 

Ｅ 
わからない 

1 学校は、楽しいか 71.5% 20.8% 3.9% 2.5% 1.4% 

2 授業はわかるか 61.6% 31.0% 4.9% 1.8% 1.1% 

3 意見を言ったり、 
意見を聞いたりしているか 

58.1% 31.7% 7.4% 1.8% 1.1% 

4 体力づくりに取り組んでいるか 75.4% 21.1% 1.8% 1.4% 0.4% 
5 自分のことは大切だと思うか 85.2% 9.9% 2.8% 0.7% 1.4% 
6 友達のことを考えて行動しているか 70.1% 25.7% 1.4% 1.1% 1.4% 

7 「いじめ」や「なかまはずし」は 
いけないことだ 95.4% 4.2% 0.4% 0.0% 0.0% 

8 病気やけがをせず、 
学校生活を送っているか 

63.7% 28.2% 4.6% 2.5% 1.1% 

9 決まりを守って 
学校生活を送っているか 

66.9% 28.2% 2.8% 1.4% 0.4% 

10 行事や活動にしっかり取り組んでいるか 78.5% 19.4% 1.8% 0.4% 0.0% 

11 学校の様子を、家で伝えているか 63.0% 21.1% 9.9% 5.3% 0.7% 
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結果と考察）答：Ａそう思う Ｂまあそう思う Ｃあまり思わない Ｄ思わない Ｅわからない 

 

 １１項目中１０項目で、Ａ、Ｂの肯定的な回答が９０％超え、「⑪学校の様子を、家で伝えてい

る」の項目だけが８４．１％となっている。すべての項目で高い肯定的な回答を得ています。 

  

△ 学校生活を楽しみ、前向きに授業に取り組み、体力づくりと健康にも高い意識を持って生活

していることが読み取れます。 

 △ 対人関係づくりに係る項目⑤⑥⑦については、いずれも９５％を超える肯定的な回答を得て

います。学級指導、生活指導、道徳などの教育活動全般を通した取り組みの成果と考えられま

す。引き続き、ご家庭との連携を進め、児童の変化を見逃さず早期対応を心がけます。 

 △ 安心、安全に学校生活を送っているかについては、項目⑧⑨⑩で概ね良好な回答です。特に、

決まりを守ることと行事への前向きな取り組み姿勢で９５％の肯定的な回答を得ています。桜

台小の児童のまじめさと責任感の強さが分かる結果となりました。 

 

 Ｃ、Ｄのような否定的な回答が、６～１４％と比較的高い項目が５項目（①②③⑧⑪）ある。 

  

▽ 特に、項目⑪ではＣＤを合わせた回答が１５．２％ある。自然にご家庭内で学校の話題で話

が進むように、学校通信、学校ＨＰ、学級学年通信等学校からの積極的な情報発信や「できた」

「分かった」「印象に残った」などの体験がある授業づくりに努めます。と同時に、保護者の

皆さんからもどんどん子どもたちに学校の様子を尋ねていただくことをお願いします。 

▽ 項目③のＣＤ合わせた回答率が９．２％となっている。肯定的な回答率は昨年度より上昇し

ているものの、本校の児童の弱みであると考えます。「分からないことを大切にして、学び合

う」を授業改善の中心に据え、さらに意図的に「聞き合う」「考えて話す」場づくりを進めた

いと思います。 

まずは、終業式で各学年１人が「１学期頑張ったこと」について、全校児童の前で発表する

機会を設けました。２学期以降も始・終業式で継続していきます。 

▽ 自分の体への関心をはかる項目⑧では、「ＣＤ」の回答が合わせて７．１％となっています。

新学期の新しいクラスや担任に対する不安など、環境の変化からくる体調不良による保健室利

用の増加があったことが想定できます。それが欠席や遅刻につながった子も見受けられます。  

  ２学期明けの９月は、保健室の来室人数が増加するので、注意が必要です。家庭と学校が連

携を取りながら、子どもを見守っていきたいと思います。 

また、運動会、音楽会、修学旅行など多くの行事が計画され、体調と向き合う機会も多くな

ります。行事への取り組みを通して自分の体と心に関心を持ち、健康に過ごす意欲を高めてい

きましょう。 
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